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要旨  
学習指導要領の改訂に伴い，英語教育においては言語活動を中心とした授業を行うための様々な改善が求められるように

なった。そのため，児童や生徒のコミュニケーション能力を高めるためには従来とは異なったアプローチをとる必要がある。

中等教育における英語学習を例にとると，小中接続にむけた指導を円滑に行うことが今後の課題の一つであるが，「聞く」「話

す」「読む」「書く」という英語 4 技能のうち，「聞く」「話す」ことを向上させるためには，大学で開講されている科目それ

自体にも工夫が必要となっていく。本稿では，児童や生徒のコミュニケーション能力を高めるという目標を達成するために，

英語文化学科で行われてきた音声指導と演習とを教育学科の英語専修プログラムに採り入れることが有益であることを提

唱し，中学校教諭第一種免許状取得希望者に対する音声指導の意義とその課題を検証する。 
 
1．はじめに ——研究の背景 

令和 2 年 3 月に刊行された『中等教育資料』の冊子で，

外国語教育について特集が組まれている。この背景には，

新学習指導要領における「外国語」が令和 3 年 4 月から

中学校において全面実施されることがある。特に指摘さ

れている点は，「令和二年度からの新小学校学習指導要領

の全面実施を踏まえ，小学校との連携をこれまで以上に

密にすること」の必要性であり，「聞く」「話す」「読む」

「書く」という英語 4 技能のコミュニケーション能力を

高めるためには音声や動画を含む教材を活用するなど，

言語活動を中心とした授業を行うために授業改善が求め

られているとされている 1。 
 これまで本学においては，文学部教育学科に所属する

学生が中学校教諭第二種免許状（英語）を取得するため

には，教員免許法に基づき文学部英語文化学科において

教職課程で定められた所定の単位を修得するなど免許取

得要件を満たすことが必要であった。そののち，教育学

部の設置によって 2019 年度入学生から教育学科で中学

校教諭第一種免許状の取得ができるようになった。 
 英語文化学科と教育学科の教科及び教科の指導法に関

する科目をみると，英語文化学科では，4 つの専門的事

項に関する科目が挙げられている。開講科目の内訳は，

英語学，英語文学，英語コミュニケーションと異文化理

解である 2。教育学科でも同様の開講科目があるが，開

設されている授業科目を比較するとその数と内容につい

て興味深い相違点があることがわかった。 

 筆者が所属する教育学科の科目を例にとると，英語学

において開講されているのは英語学のみである。それに

対して英語文化学科では，英語学における開講科目の数

は 9 科目であり，その内容は発音，文法，構造，英語の

文化的背景など多岐にわたる。英語文学では，教育学科

が 3 科目，英語文化学科が 4 科目の科目数があるが，英

語文化学科の科目「文学作品演習 IA」と「文学作品演習

IB」は半期の演習科目であるため，総単位数は教育学科

と変わらない。英語コミュニケーションでは，双方とも

に 10 科目ある。異文化理解では，教育学科が 4 科目，

対する英語文化学科では 3 科目開講されていることか

ら，単位数では教育学科が 3 単位上回っている。こうし

てみると主な違いは，英語学の開講科目数と単位数とい

うことになる。 
 従来の学習指導要領では英語 4 技能とコミュニケーシ

ョン能力の修得が目標として掲げられていたが，発音・

文字・語と連語および慣用表現，そして文法と文型とい

う言語形式を基準としているために，コミュニケーショ

ンを目的とする英語がおろそかになったと指摘されてい

る。新学習指導要領でも，聞くこと，読むこと，話すこ

と［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの 5 つの領

域別に設定された目標を鑑みれば，中学校学習指導要領

（外国語）で挙げられている「英語の特徴やきまりに関

する事項」にある音声指導は，「各言語の目標及び内容等

（英語）」で指摘されているように，実際のコミュニケー

ションにおける技能として欠かすことが出来ない指導内
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容であると捉えることが出来る 3。 
本稿ではこのような背景と大学の現状を踏まえなが

ら，音声指導が教育学科の学生にとって，教育現場にお

けるコミュニケーション能力を高めるための有効な一つ

の方法であることを示し，教育学部における英語専修プ

ログラムのうち中学校教諭第一種免許状取得に関わる科

目についてこれからの課題と展望を考えていきたい。 
 

2．音声指導について 

 では，コミュニケーション能力を高めるために，なぜ

音声指導を重視する必要があるのだろうか。竹岡（2009）
は，コミュニケーション英語，つまりは「英会話」力を

高めるためには「通じる発音を身につけることが大切で

ある」と説き，「英語を話すのが楽しくなるには，ある程

度通じる発音を身につけておく」4 ことが重要であると

考える。樋口（2017）は「学習の初期の段階から母語の

助けを借りずに目標言語を使用する」5 ことは「外国語

活動の充実」に直線的に結びついていると指摘する。太

田（2012）は「特に音声認識に敏感な初年次教育の段階

においては英語の音声と音韻規則の体得を促すべく音声

指導が不可欠である」6 ことを強調する。 
 このように，近年，日本の英語教育において実践的な

教育方法の導入の必要性が問われている。行森はじめ多

くの研究者が指摘するように，世界共通語としての英語，

つまり， “World Englishes” とよばれている国際英語の

研究分野において，のちの英語教育の現場や教授法にも

影響を与えることになった概念を提唱した代表的な研究

者が，インド出身のカチュル（Braj B. Kachru）である

7。彼は言語の国際的モデルとして，三つの同心円（Three 
Concentric Circle）を導入したことで世界的に高く評価

されている社会言語学者であるが，「英語という言語が基

本的に EFL（English as a Foreign Language）として

話されている」国を示す拡大円圏（Expanding Circle）
にまで及ぶ現在では “English” という概念そのものが

社会言語学の観点からみた「現実」を反映していないので

はないかと主張する 8。ジェンキンズ（Jennifer Jenkins）
は，世界言語となった英語を多くの非母語話者が「外国

の」言葉としてというよりはむしろ接触言語（contact 
language）として，第一言語を違えた人々が互いにコミ

ュニケーションをとるための言葉であると捉え直して

ELF（English as a Lingua Franca）を提唱して，英語

の変種であるヴァラエティとアクセントの関連性など，

発音が英語学修にとって重要な要素となると指摘して，

言語のイデオロギー体系を多角的に分析する 9。 
今日，英語は様々な国で多義的に世界言語（World 

Englishes）として話されている。このような文化的・

歴史的背景を含んだ言語のヴァラエティ，つまり言語の

多様性を認めるとき，行森（2017）も論じるように本来

標準英語とされる英語そのものにも，社会学的に観ると

幅があるということからも 10，これからの英語指導では

音による異文化理解という観点から積極的に社会的背景

を踏まえて英語の音のしくみを理解し，英語の音を採り

入れることが望ましい。英語科教員養成という立場で考

えれば，学習指導要領で掲げられている「標準的な」発

音の修得のために母音や子音の音素指導が欠かせないの

は，日本の英語科教育の現状を踏まえた音声指導の実践

を奨励する大坪（1999）11 や上田と大塚（2013）12 ら

の考察からも明らかである。教員が「標準的な」発音を

指導するためには， “World Englishes” の概念を軸に自

ら英語のバラエティを容認する姿勢も求められることで

あろう。 
 
3．研究の目的と方法 

教育学部教育学科の新カリキュラムでは先に述べた

英語学の分野において「英語の発音」（英語音声学）に関

する科目が単一のものとして開講されていない。本調査

の目的は，特に中学校第一種免許状の取得を希望する学

生が将来的に新学習指導要領に即した授業を展開するこ

とができるように，教育学科における音声指導の必要性

と可能性を明らかにすることである。 
筆者は 2017 年度から 2019 年度までの 3 年間，「英語

の発音 A」と「英語の発音 B」という英語文化学科の 1
年生を対象とした音声指導の授業を担当した。この経験

を踏まえて，調査目的を達成するための方法として，

2019 年度の後期の授業で教育学科 1 年生を対象として，

発音学修とその効果に関する学生の意識調査を試みた。 
具体的には，筆者が担当した新教 1 年「英語 II」にお

ける授業において，授業の一部の時間を使って英語の発

音に関する基礎的な知識を解説したのち，本学の CALL
教室で導入されているキャラボやムービー・テレコ，音

声指導のために使われている海外の音声ソフトなどの機

材を有効活用して，英語文化学科で実施した方法と同様

の実践演習方法を用いた。具体的には，ウェルズ

（J.C.Wells）も述べるように，ミニマルペア（minimal 
pairs）13 となる語句の音素の違いに着目した調音の練習

を行った。音声上では同一であっても明らかに単語の意

味が異なる語句を確認して音素を区別するパターン演習

方法である。 

英語の音声指導では音声学者ダニエル・ジョーンズ

（Daniel Jones）によって提唱された国際音声記号

（International Phonetic Alphabet）を基にした発音記

号を用いることが広く普及しているため，英語学習者の

音声指導に関する調査はこの発音記号をもとに進めた。 
ただし，「英語 II」の科目は初年次コース共通科目と

して小学校教育コース，小学校・中学校教育コース，幼

児教育・保育コース，国際教育コース，すべてのコース
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を対象とした基礎教育科目であるという性質上，あえて

専門的に英語音声学の概念に踏み込んだ説明は割愛し，

あくまでも必修科目の授業内容と並行する形でほぼ毎

回，約 15 分から 20 分程度，基礎的な英語の音声指導を

加えるだけにとどめたことを附記として述べておく。 
音声指導の必要性の是非については，資料として，

2017 年 3 月に告示された中学校学習指導要領，第 9 節

「外国語」において発音記号を用いた発音表記の指導へ

の配慮が記されている内容の抜粋箇所を以下に示す。 

 

表 1 発音記号を用いた発音表記の指導について 

中学校学習指導要領——外国語 
第 2 各言語の目標及び内容等 

  英語 
  2 内容（1 目標は省略） 
  〔知識および技能〕 

（1）英語の特徴やきまりに関する事項（以下，説

明は省略） 
  ア 音声 
   次に示す事項について取り扱うこと 
    （ア）現代の標準的な発音 
    （イ）語と語の連結による音の変化 
    （ウ）語や句，文における基本的な強勢 
    （エ）文における基本的なイントネーション

    （オ）文における基本的な区切り（以下，説

       明は省略） 
（中略） 

3 内容の取り扱い（以下，説明は省略） 
（2）2 の内容に示す事項については，次の事項に

配慮するものとする。（中略） 
イ 音声指導に当たっては，日本語との違

いに留意しながら，発音練習などを通

して 2 の（1）のアに示す言語材料を継

続して指導するとともに，音声指導の

補助として，必要に応じて発音表記を

用いて指導することもできることに留

意すること。また，発音と綴りとを関

連付けて指導すること。（下線は筆者に

よる。以下，省略） 
（1）調査期間：2019 年 12 月 20 日 
（2）調査対象：私立 M 大学教育学部教育学科 1 年生，  

筆者が担当した 1 クラス 28 名 
調査対象者には，調査用紙を配布するまえに，こ

の調査結果は研究に用いるためであることを理解

したうえで趣旨に賛同する場合にのみ回答するよ

うに伝えた。また，この調査は授業評価に一切影響

を及ぼさないことも事前に伝えたうえで実施した。 

（3）調査方法：無記名，一部は自由記述による質問紙

調査法 
（4）有効回答：25 件 
（5）調査項目： 

①   これまでに英語の発音を習ったことがあるか。 
（はいと回答した場合，どこで発音を習ったの

か明記しなさい） 
②  母音・子音それぞれについて発音するときに

難しいと感じる音はどのような音か。母音と子

音の調音表（図）に直接○印をつけなさい。 
③  母音・子音それぞれについて聞き取りのとき

に聞こえにくい音はどのような音か。母音と子

音の調音表（図）に直接△印をつけなさい。 
なお，質問 2 と質問 3 の回答を得るために，

図①の母音と図②の子音に分類した以下の表を

転記して学生に配布し，「発音が難しい音は○

印」「聞こえにくい音は△印」として直接記入す

るように指示した 14。図①と②は教科書の抜粋

である。 

 

図① 英語と日本語の基本母音図 

 

図② 英語の子音分類表 

④ 発音練習は役立つと思うか。 
  （役立つと回答した場合，どのような時に役立

つと考えるのか書きなさい） 
⑤「聞く」「話す」「読む」「書く」という英語 4 技

能のうち最も苦手とするスキルは何か。 
（6）後期「英語 II」のシラバスにみる音声指導の例： 
第 1 回 イントロダクション，CALL 教室の機材を利用

した発音練習開始 
第 2 回 教科書 Unit 7 Vacation!〔音声指導①〕音
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声・調音器官・音の分類について 
第 3 回 教科書つづき，〔音声指導②〕母音と子音の特徴 
第 4 回 教科書 Unit 8 Help， I’m lost，〔音声指導

③〕/ ɑː /， / ɑ /， / ʌ /， / ə / 母音（1） 
第 5 回 教科書つづき，〔音声指導④〕/ iː /， / i /，その

他 / u /， / uː / 母音（2） 
第 6 回 教科書 Unit 9 Travel，〔音声指導⑤〕/ ei/， 

/ ɜ /， / æ / 母音（3） 
第 7 回 教科書つづき，〔音声指導⑥〕/ ou /， / ɔː / 母

音（4） 
第 8 回 教科書 Unit 10 Dating，〔音声指導⑦〕

/ər(ː) /， / ɑər /， / ɔər / r 音化，母音（5） 
第 9 回 教科書つづき，〔音声指導⑧〕/ p /， / b / 子音 

（1）破裂音 
第 10 回 教科書 Unit 11 Eating Out，〔音声指導

⑨〕/ r /， / l / 子音（2）半母音，側音 
第 11 回 教科書つづき，〔音声指導⑩〕/ θ /， / ð /， / f /， 

/ v / 子音（3）摩擦音（1） 
第 12 回 教科書 Unit 12 Health，〔音声指導⑪〕/ ʃ /， 

/ ʒ /，その他/ s /， / z / 子音（4）摩擦音（2） 
第 13 回 教科書つづき，＊アンケート実施 

〔音声指導⑫〕  / ʧ /， / ʤ /，その他/ m /， 
/ n /， / ŋ / 子音（5）破擦音，鼻音 

第 14 回 まとめ，〔音声指導⑬〕音の連結，リズム，イ

ントネーションなど 
第 15 回 統括 
（教科書を使用した指導では「英語 I，II」のシラバスに

記載されているテキストの Unit7〜12 の範囲を扱った） 
 
4．調査結果と考察 

以下に質問 1〜5 に対する調査結果を示した。その上

で考察を加える。 
（1）質問 1 「これまでに英語の発音を習ったことがあ

るか」に対する調査結果 
質問 1 に対する回答は図 1 で示す。また，「はい」と

回答したもののうち，いつ，どこで学習したのかを示す

内容は，人数とともに図 2 で示す。 

 
図 1 英語の発音についての学習経験（n=25） 

 
図 2 「はい」と回答した場合，どこで（いつ）発音を

習ったのか (n=25) 

 

（2）質問 2 「母音・子音それぞれについて発音すると

きに難しいと感じる音はどのような音か」に対する調査

結果 
質問 2 に対する回答を母音と子音に分けて以下のよう

に図 3，図 4 で示す。有効回答数（人数）は 25 であるが，

複数回答を許可したため，回答数の総計は 25 を超えて

いる。 

 
図 3 発音するときに難しいと感じる音（母音） 

 

 

図 4 発音するときに難しいと感じる音（子音） 
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（3）質問 3 「母音・子音それぞれについて聞き取りの

ときに聞こえにくい音はどのような音か」に対する調査

結果 
質問 3 に対する回答を母音と子音に分けて以下のよう

に図 5，図 6 で示す。質問 2 と同様に有効回答数（人数）

は 25 であるが，複数回答を許可したため，回答数の総

計は 25 を超えている。 

 
図 5 聞き取りのときに聞こえにくい音（母音） 

 

 

図 6 聞き取りのときに聞こえにくい音（子音） 

 

（4）質問 4 「発音練習は役立つと思うか」に対する調

査結果とその理由（自由記述） 

図 7 に，学生の回答を示す。回答理由の欄では複数回

答を可としたため，回答数の総計は 25 を超えている。 

 
図 7 発音練習は役立つと思うか (n=25) 

図 7 で「思う」とした学生の回答は以下のとおりであ

る。（無記名式，自由記述，順不同） 
① 小学校の英語教育［に役立つ］ 
②  外人さんと話すとき会話がはずみそう 
③ 英語を本格的に話しながら勉強できて楽しい

からモチベにつながる 
④ 相手に伝わりやすくなるから 
⑤ 子どもは耳が良いから，下手な発音より上手    

な方が良いと思った 
⑥ 教える立場になったときに必要 
⑦ 日常的な会話をするときに役立つ 
⑧ 知識だけの英語じゃなくて通じる英語になの

ではないかと思います 
⑨ 英語をしゃべらないといけないときやネイテ

ィブの人としゃべらないといけないときに発

音が大事になると思うから 
⑩ スピーキングする際に必要だと感じる 
⑪ 海外に行ったりして実際英語を使うときに必

要になると思う 
⑫ リスニングのときに役立つと思った 
⑬ 外国の人と接する機会が増えると思うから 
⑭ かっこよく話せる 
⑮ 外国の人と話すとき正しい発音が良いから 
⑯ 発音だけでも上手ければ一応相手に伝わるか

ら 
⑰ 正しい発音を学べると自信がついてもっと話 

そうと思えるようになる 
⑱ 外国人と話すときに間違った聞き取りを少な

くできると思う 
⑲ 外国人により伝わるし，笑われなくなる 
⑳ 外国に行きたいから 
㉑ ネイティブの方と話す時に伝わる 
㉒ 子どもに教えるときに役に立つと思う 
㉓ 英語を話す時や聞き取る時 
㉔ 日常的にでてくる英単語でも，意識的にネイテ

ィブに話せるようになるから 
㉕ 英語が伝わりやすいから 
㉖ 実際に教えるときに適当な発音では生徒に申

し訳ないから 
㉗ 英語に自信がもてる 
㉘ 子どもに正しい発音を教えてあげられる 

 
（5）質問 5 「「聞く」「話す」「読む」「書く」という英

語 4 技能のうち最も苦手とするスキルは何か」に対する

調査結果（選択式，複数回答不可） 

質問 5 に対する学生の回答を図 8 で示す。 
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図 8 最も苦手なスキル (n=25) 

 

では，質問 1〜5 までの結果を踏まえて，以下のよう

に分析し，考察する。 
図 1 が示すように，受講生 25 名のうち，無記名 1 名

を含めた有効回答数は 25（人）であった。内訳では，「は

い（習ったことがある）」と答えたのは 10 人，「いいえ

（習ったことがない）」と答えたのは 14 人であった。そ

のうち，「はい」と答えた学生がいつ，どこで学習したの

かを調べると，図 2 が示すように，高校のときに学校で

学習したと答えた数が最も多く（5 人），次いで，高校 3
年生の時に塾で学習したと答えたのが 2 人であった。高

校 3 年生で学習したのは，近年，大学受験で英語の発音

問題が出題されていることが影響していると考えられる。 
図 3 について，学生にとって発音が難しいと感じられ

る音として，10人が/ æ /と回答していることがわかった。

そこで，発音学習の経験があるものとないものとの間で，

母音の発音の得手不得手に差があるのかを回答用紙でさ

らに調べてみた。すると，「はい（習ったことがある）と

回答した 10人のうち 6人が/ æ /の音の発音が難しいと答

えていたのである。また，母音のうち/ æ /の次に発音が

難しいと感じられる音は，25 人中 4 人が/ər(ː)/であると

回答しているが，この 4 人はすべて発音学習の経験者で

あった。「ア」の音に関しては，次いで難しい音は，3 名

が回答した/ ʌ /ということになるが，この/ ʌ /について

も，実に 3 人のうち，2 人が発音学習の経験者であった。

確かにこのデータによれば，/ uː /についても同等の数で

ある 4 人の回答があるが，アンケートの詳細をみて比較

するとこの 4 人はすべて発音経験がないものたちであ

る。その他の長母音や短母音についての発音の難しさは

個人差が一因であると考えられるが，母音における回答

をみると，発音経験者が母音の発音の難しさを指摘して

いることが調査結果によりわかった。この理由はなぜな

のだろうか。 
先述した図①「英語と日本語の基本母音図」をみると，

英語の発音では口蓋のなかの舌の高さや位置で，調音が

変化していることがわかる。図のなかでカタカナ表記の

○ア○イ○ウ○エ○オは日本語における調音点を示すが，特に日本

語の「ア」の音は英語ではさまざまな調音点が確認でき

るため，フォニックスを用いるだけで音を判断しようと

すると音の領域を正確に区別することが厄介だ。松香

（2000）によれば，「ア」の音を英語で発音するとき，

児童にこのように説明するとしている。 
 

a という文字の短母音の音は，あまりきれいな音

ではありません。 
   まず，口を横に思いっきり開いて下さい。それか

らあごを下げながら「ア」と言ってみてください。

（以下，中略） 
   この a の音は日本語の「あ」の音とはまったく異

なった音です。あごを下げながら何回も言ってくだ

さい 15。 
 

引用にある「あごを下げながら」とは，英語音声学の表

にある，低母音を出すための動きであると思われるが，

厳密に言えば，前舌・中舌・後舌の区別を伴わないため，

初等教育から中等教育への接続を考えると「ア」は曖昧

な音になってしまう可能性がある。もっとも，フォニッ

クス学習法はどうにかして子どもに英語の読み・書きを

教えたいという願いから生まれた音声導入の民間療法の

役割をしていると考えられているため，厳密に言えば言

語学（英語学）の一分野としての英語音声学と比較すれ

ば言語に対するアプローチそのものが異なっているし，

フォニックスと音声学との大きな違いはフォニックスで

はまったく発音記号は使わないという点にある。しかし

ながら，松香も指摘するように，音声は言語修得に不可

欠な部分であり音声が言語に欠かせない役割をしてい

るというのであれば，明瞭に発音する術を学び，発音に

自信を持つことで，英語そのものへの自信や理解もより

深まると考えられる 16。 
中学校の新学習指導要領で定められている「3 内容

の取り扱い 2（2）イ」にある「必要に応じて発音表記

を用いて指導する」（下線部は筆者）方針を考慮すれば，

教育学部のカリキュラムでは，小中接続を意識したうえ

で，学生が将来的に教育現場で指導する立場となること

を視野に入れなくてはならない。そうなると，発音記号

を用いた基本的な音声指導を導入することが好ましいと

いうことになる。 
 同様に，母音に着目して質問 3 に対する回答を分析す

ると，図 5 にあるように，5 人が「聞こえにくい」音は 
 / ər(ː) /（r 音化）であると答えている。次いで 3 人が 
/ ʌ /や/ ə /であると答えていることから，この結果からも

学生にとって「ア」の音域の区別がつきにくいことがわ

かる。 
 子音に関して言うと，図 4 と図 6 の結果からわかるよ
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うに，従来日本人が発音上また，聞き取り上で不得手で

あるとされている，/ l /，/ r /の音や/ θ /，/ ð /，さらには，

/ ʧ /，/ ʤ /の音が回答の上位を占めている。これらの音

素に関しても，フォニックスと英語音声学どちらの方法

で学習したのかにより，のちになって音への理解に影響

を及ぼすものと思われる。具体例を挙げると，フォニッ

クスでは，/ l /を発音するときに，「ル」と言うときの唇

の形を作っておき，舌の先を上の歯の裏側につけて，短

く発音するのだと説明付けされている 17。  
 日本語の「ス」の発音は英語では二種類あり/ θ /， / ð /
となるのだが，フォニックスでは，前述したように発音

記号を用いた音声学的なアプローチをとらないため，口

の動きや舌の動きの変化というような音の作り方に対す

る説明が主である。歯と歯との間に舌を挟んで「ス」と

言えば/ θ /となり，歯と歯との間に舌を挟んで「ズ」と

いえば，/ ð /となる 18。 
  音声学の教科書によれば，日本語にはみられない/ l /，  
/ r /をはじめとする音に対して，日本語の「サ行」「ザ

行」の子音で代用する傾向があることに注意を促してい

る 19。教育学部のカリキュラムでは，「発音」は教員養成

課程のなかの学修領域の一つであるとの性質上，英語学

における英語音声学で取り扱われている一連の学問とし

ての知識は必要ないかもしれないが，せめて，有声音と

無声音とは何かという事項には留意する必要があるだろ

う。調音するときの口の構造や場所を意識した上で発音

をおこない，口腔内でどのように呼気の流れが妨げられ

ているのか（調音法）という口の中の空気の流れにも着

目して，明確に音を区別し，日本語にはない音を再生す

るためにいくぶんなりとも発音記号の基礎的な知識を持

つことが大切なのではないだろうか。教員養成課程にお

いて，国際音声記号（IPA）は音声指導において絶対的

な条件とまではいかないまでも，基礎知識として言語構

造を理解するための重要な学修内容となり得る。構造を

理解して，さらに様々な国の英語の音の独自性を認める

ことができれば，世界言語としての英語への理解も深ま

るであろう。 
 教育学部における音声指導の有用性については図 7 の

回答にみられるとおりである。この結果は，裏を返せば，

音声指導を受けたいという学生の希望を反映している。

特に注目すべき回答としては，⑤子どもは耳が良い，㉖

実際に教えるときに適当な発音では生徒に申し訳ないか

ら，㉘子どもに正しい発音を教えてあげられる，である。 
英語が教科となった今，間接的ではあるが学生のこの

3 つの指摘は，コミュニケーション英語における課題を

示唆する一方で，教員養成課程における外国語教育の今

後の在り方も提示していると考えることもできる。図 8
が示すように，学生が最も苦手であると答えている「話

す」スキルに対する苦手意識を克服するためには，発音

練習と発音学習は重要な位置を占めていくのではないか。 
英語教員を志望する学生を対象とした他の調査結果

でも，問４の回答と同様に，「正しい」発音を身につけた

いと考える学生は多い。森本が行った，日本人英語学習

者の発音学習に対する調査結果 20 や，教職課程，とりわ

け中学校および高校での英語指導にむけて一種免許状を

希望する学生を対象とした調査では音声の指導法がわか

らないとする学生がいるという結果がでており，知識だ

けではなく，指導する立場になるためには知識，発音能

力，発音指導法の 3 つの側面を学生が学ぶ必要性がある

と明記されている 21。 
 
5．まとめ ——統合的な学修にむけて 

 実利的な英語力の必要性はこれまでも論じられてき

た。戦後，1950 年代に争点になっていた英語の必修対，

部分的必修という問題については，寺沢（2014）が「《国

民教育》としての英語，その伝統の成立過程」で取り上

げているように，1970 年代になるともはやごく基本的な

レベルではあるが，中学生すべてが英語を学ぶことが共

通認識になっていたことがわかる 22。1950 年代後半から

60 年代の「役に立つ英語」23 論の背景に，過去に外国語

教育活動において実際に使えなければ「［実際に使えない

英語は］不健全である」と考えられていたように 24，英

語学修におけるこれまでの歴史を振り返れば，幾分端的

ではあるが，今なお「スキル以外の価値を軽視するよう

な」25 流れが残っていると考えられる。 
現在，教育学科では主免許を小学校としていることか

ら，中学校教員第一種免許状の取得にあたって小学校教

員養成課程の外国語（英語）コアカリキュラムを意識す

る必要がある。文部科学省によれば，その学習項目の一

つに「コミュニケーションの目的や場面，状況に応じた

意味のあるやり取り」がある。到達目標として「児童の

発達段階を踏まえた音声によるインプットの在り方を理

解し，指導に生かすことができる」こと，ならびに，「コ

ミュニケーションの目的や場面，状況に応じて意味のあ

るやり取りを行う重要性を理解し，指導に生かすことが

できる」26 ことが掲げられていることから，英語学習者

に「どうやって学ばせるのか」27 について，新学習指導

要領の全面実施にあたり再考すべき転換期が訪れている

のではないだろうか。さらに，英語を教える側も学ぶ側

の立場にたって英語そのもののしくみをしっかりと理解

する機会を得る必要性も再考されるべきなのではないだ

ろうか。 
とはいえ，コミュニケーション能力を高めるために音

声指導を通じて，教科として専門的な英語指導が実践で

きる教員を養成するべきであると言いたいのではない。

むしろ，重要な点は，大学で開講されているそれぞれの

科目から得られる技能の統合によって，免許法施行規則
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に規定された科目・単位数からだけでは得られることが

ない相乗効果を引き出すことである。英語文化学科のよ

うに独立した一つの科目とまではいかなくても，英語音

声学を基にした音声指導を科目のなかに組み込むことが

できれば，学生にとって得るものが大きく，音声に対す

る取り組みや教育現場での応用への意識の変化が期待さ

れる。 
結論として，教育学科で現在開講されている科目のう

ち教科に関する専門的事項となる 4 つについて，英語学

では英語音声学の基礎を，英語文学では音声学と関連付

けて伝承童謡（Nursery Rhymes）を用いたチャンツと

リズムや文化的背景の説明を，英語コミュニケーション

では発音練習を通じたリスニングへの応用を，異文化理

解では音や言語の多様性を導入する ―― といったよう

に，科目の指導内容に一ひねり加えていけば，今以上に

統合型学修を充実させていくことが可能となるのではな

いか。現状においては，英語専修プログラムについて幾

分かの課題も散見されるが，今後，教職を志望する学生

を対象として音声指導を実践することが出来れば，教育

学部における外国語教育は新たな第一歩を踏み出すこと

になるであろう。 
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